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１．企画趣旨 

平成 22年度に開設した十文字学園女子大学大学院人間生活学研究科では、教員の資質の維持・向上の方策

の一つとして FD活動を行っている。大学院教員（18 名）は、（「本務である」を削除）人間生活学部の FD 活

動に加えて大学院の FD活動に携わるため、令和元年度は、新しい知見の共有と研究教育活動への展開を目的

とした 2回の大学院独自の FD研修会（外部講師 1名、学内講師 2名）を企画した。また、大学院における授

業・研究指導の実態・課題等に関する情報交換・討議を行うため、学生との意見交換会での聴き取り、ならび

に、授業アンケートの代替として、「大学院生の声を聴くアンケート」をメールで行っている。以下に、それ

らの概要を報告する。 

なお、アンケート結果については学生数、教員数ともに少数のため、個人情報保護を遵守し、公表しない。 

 

２．実施概要 

 

（1）2019年度 第 1回大学院 FD研修会の開催 

【開催概要】 

 実施日時・場所：2019年 12月 7日（土）15：00～16：30   8310教室 

参加者：大学院所属教員 17名  

大学院生（大学院卒業生を含む）14名 

栄養・食物関連学科（食物栄養学科ならびに健康栄養学科）教員 12名  

テーマ：「網羅的代謝物解析（メタボロミクス）を用いた医学・栄養学研究 

－代謝物から俯瞰する栄養と健康の関わり－ 」 

講演者：神戸大学医学部卒・医学博士（京都大学） 

神戸大学大学院医学研究科・准教授   吉田 優先生 

（消化器内科学分野・病因病態解析学分野長 併任） 

http://www.med.kobe-u.ac.jp/metabo/kenkyu.html 

 

【講演概要】  

 メタボロームとは、生体試料(体液、組織、細胞等)に含まれる低分子代謝物(分子量 1,000 以下)群です。

これらの代謝物を網羅的に定性・定量解析するメタボローム解析（メタボロミクス）は，ポストゲノム科学の

一分野として生まれた、オーム科学の一つです。特に近年では、質量分析計を用いた解析技術が進展し、ライ

フサイエンス分野では欠かせない研究手法のひとつとなりつつあります。医学研究をはじめとしたさまざま

な分野においてもその重要性が認識され始め、特にバイオマーカーの候補の検索に有用とされています。そ

の理由として、様々な病態において、病気に関連する細胞・組織内において酵素タンパク質による代謝の変動

が起こり、その疾患特有の代謝物のパターン(メタボロームプロファイル)へと変化し、それが血液・尿中に

も反映されることが予想されるからです。これまで私達は、さまざまなメタボロミクスシステムを確立し、消

化器がんを中心にバイオマーカー探索を行ってきました。疾患特異的に変動する代謝物を組み合わせること

で、疾患予測式を作成し、早期疾患診断システムの開発に取り組んでいます。 

本講演では、メタボロミクスの医学研究や薬学研究、そして栄養学研究への応用について、私たちの研究成

果をご紹介させていただきます。 

 

【実施報告】 

 医学分野で開発されたメタボロミクスという考え方 

ならびに手法の理解と、今後の、栄養・食品分野への 

応用を考える機会となる、最新の興味深い講演内容で 

あった。 

参加した教員ならびに大学院生が、それぞれの専門 

分野に基いて、大変活発に質疑応答を行った。今後の 

研究教育活動への展開が期待された。 
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（2）2019年度 第 2回大学院 FD研修会の開催 

【開催概要】 

 実施日時：2020年 2月 13日（木）  研究科委員会終了後 16：30～18：00  8202教室 

参加者 ：大学院所属教員 14名  

 

テーマⅠ：「美味しさ評価技術の開発を目指して」  

食物栄養学科教授 大倉 哲也 先生   

 

テーマⅡ：「健康教育から健康推進研究へ－混合研究法への回帰－」 

人間社会福祉学科教授 吉田 亨 先生 

 

【講演概要ならびに実施報告】 

2019 年度より、新しく十文字学園女子大学大学院教員になられた、教授 大倉哲也先生、教授 吉田亨先

生を講師とする研修会を開催した。 

今までの研究の経緯とこれからの展望について、それぞれ、講演（30 分）と質疑応答を行った。参加した

教員との間で、今後の本学大学院での教育・研究活動の方向性を共有することができた。 

 

講演内容を、パワーポイント資料として、以下に添付する。 

 

資料：テーマⅠ：「美味しさ評価技術の開発を目指して」 大倉 哲也 先生（抜粋）  
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資料：テーマⅡ：「健康教育から健康推進研究へ－混合研究法への回帰－」吉田 亨 先生（抜粋） 
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３．まとめ 

人間生活学研究科食物栄養学専攻の教員は、人間生活学部食物栄養学科・健康栄養学科・幼児教育学科・社

会福祉学科 を兼務している。そのため、人間生活学部または全学 FD 活動に参加し、教員としての資質の

維持・向上または授業改善を図る目的で、FD 研修会、学生による授業アンケート、公開授業参観等に参画し

ている。 

 大学院においてもこれに準じ、FD 研修会、大学院生の声を聴くアンケート、人間生活学研究科の FD の在

り方に関する検討等の取り組みを実施してきた。FD 研修会では、外部講師による、「メタボロミクス」とい

う新しい概念や手法に関する講演会、ならびに、今年度大学院教員に加わられた 2名の教員による、「これま

での研究の経緯とこれからの展望」に関する講演会を開催した。いずれの研修会においても参加教員との間

で多くの質疑応答がなされ、研究や教育に関する新しい情報の獲得だけでなく、本学大学院における教育や

研究活動の方向性を共有することができた。また、授業アンケートに変わるものとして、メールによる「大学

院生の声を聴くアンケート」を実施した。博士後期課程と修士課程の学生から提起された問題に対して真摯

に回答し、対応している。さらに、人間生活学研究科での FD の在り方について検討するため、研究科委員会

において随時協議を行った。 

これらを通じて、大学院の理念や教育目標、教員の心構え等の基本事項を互いに確認することができた。今

後も、大学院における授業・研究指導の実態・課題等に関する情報交換・討議を加えながら、さらなる教育力

の向上を推進していくことが必要である。 

 


